
近年の異常気象と気候の変化
～脱炭素社会の重要性～
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3位 41.0℃ 2013年高知・四万十市 江川崎

3位 41.0℃ 2018年岐阜・下呂市・美濃市

3位 41.0℃ 2024年栃木・佐野市

１位 41.1℃ 2018年埼玉・熊谷市

7位 40.9℃ 2007年岐阜・多治見市

8位 40.8℃ 2018年東京・青梅市

7位 40.9℃ 2020年静岡・天竜市

8位 40.8℃ 2018年新潟・胎内市 中条
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日本の最高気温の記録
１位 41.1℃ 2020年静岡県・浜松市

大阪市 最高気温 39.1℃（1994年8月8日）
猛暑日「最高35℃以上」41日（2024年）

＊府内過去最高 豊中39.9℃（1994年8月8日）
神戸市 最高気温 38.8℃（1994年8月8日）

猛暑日「最高35℃以上」19日（2024年）



2年連続年平均気温更新（2023/2024年）
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全国の熱中症の死亡者数

厚生労働省 人口動態統計

年

熱中症は命を奪う気象災害
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気候変動適応法改正（環境省2024年4月）

2030年までに熱中症死亡者数を半減

環境省



2011年 紀伊半島大水害（台風12号）

2014年 広島豪雨

2021年 令和３年８月豪雨

2020年 令和２年７月豪雨（球磨川･最上川）

2016年 台風10号（北海道・岩手）

2015年 関東東北豪雨（鬼怒川氾濫）

2017年 九州北部豪雨（福岡県朝倉）

2019年 令和元年東日本台風（台風19号）

台風21号 （近畿・四国で顕著な高潮）

2018年 西日本豪雨（広島・岡山）

近年の
気象災害
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2024年 能登半島豪雨



猛暑日が増えている

猛暑日 始め３０年に比べ約3.9倍
（気象庁 「気候変動2025」）
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非常に激しい雨が増えている

非常に激しい雨 1980年頃と比べ約２倍
（気象庁 「気候変動2025」）



今後の気候は？
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19世紀後半と比べて 1℃
上昇

1.5℃
上昇

2℃
上昇

4℃
上昇

10年に一度の

熱波 2.8倍 4.1倍 5.6倍 9.4倍

10年に一度の

大雨 1.3倍 1.5倍 1.7倍 2.7倍

10年に一度の

干ばつ 1.7倍 2.0倍 2.4倍 4.1倍

海面上昇 20cm
28～
55cm

32～
62cm

63～
101cm

地球温暖化で異常気象が増える

IPCC第６次報告書



気象省



気象省



地球温暖化に備える
～脱炭素の重要性～
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ＩＰＣＣが公表した６つの評価報告書

第6次評価報告書（AR6）2021年「疑う余地がない」
出典：環境省「IPCC1.5℃特別報告書の概要」（2019年）

気温上昇を生じさせるだろう

影響が全地球の気候に表れている

可能性が高い（66％以上）

可能性が非常に高い（90％以上）

可能性が極めて高い（95％以上）
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➪人間活動の影響とは
化石燃料（石油・石炭等）の燃焼や
森林等の伐採によってCO2などの
「温室効果ガス」が増えてしまっていること

地球温暖化は

人間活動の影響によって引き起こされた
ことに疑う余地がない

地球温暖化の要因



カーボンニュートラル

2050年までの選択
⇒今後百年先に影響

気温上昇はCO₂排出量により変化する

出典：IPCC AR6 WG1 政策決定者向け要約 図SMP.４

年間CO₂排出量



2024年2月9日NHKニュース

最大の理由（環境省）
・大規模な火災（カナダ・ブラジル等）
・化石燃料の使用等人間活動による排
出量の増加

CO₂濃度はすぐには減少しない



CO₂排出量は減少（日本）

国立環境研究所 温室効果ガスインベントリオフィスより作成 



CO₂排出量/産業部門34.3％（2023年度）

国立環境研究所 温室効果ガスインベントリオフィスより作成 
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